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A school event in Liloan of the Cebu island, photographed 
by Yuki Kaneoka(2024-1/Republic of the Philippines/Welfare and education) 
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2025年度 ２次隊 表敬訪問
2 0 2 5年度 2次隊員と帰国隊員による⾃治体表敬訪問が⾏われました。

1 1月 2 8日　長岡京市  
1 2月 1日　京丹後市
1 2月 2日　京都市
1 2月 3⽇ 宇治市

　府庁訪問は、 1 2月 2日に行われ、西脇知事が出迎えていただきました。
また、京都府庁では、京都府 J I C Aボランティア応援団様による茶道体験と京都セット
のお土産をいただきました。応援団の皆様、いつもありがとうございます。

６名の新隊員は、 1 2月から 2月にかけて、任国へと飛び立ちました。  

 西原久美子さん（ 2 0 2 5年 1 2月入会）
 みなさま初めまして。この度 K O C Aに入会させていただくことになりました西原です。
 友人に J O C Vの方がおられ、その方と一緒にイベントに参加させていただいたことが参
加のきっかけです。

 隊員経験はないのですが、 J I C A職員として海外協力隊・草の根事業の仕事をしており
ました関係から、いろんな国のことをいろんな人たちから話を聞いたり、実際に行っ

て見たりすることで自分の見聞を広げたりすることにとても関心があります。

 自転車を趣味にしており、平日は伏見を中心に、休日は関西一帯を走ることが多いの
です。国内のレースにも時々出ています。昨年初めて海外でのレースを経験し、今年

も出場予定です。自転車を通じていろんな国の人たちと交流できることも楽しみの一

つです。どうぞよろしくお願いいたします。

 

 冬野由季さん（ 2 0 2 5年 1 2月入会）　
 みなさま初めまして。引っ越しを機に今年から K O C Aに入会いたしました。
 私は青年海外協力隊 2 0 1 8年 1次隊として、アフリカ・マラウイのろう学校で言語聴覚
士として活動してきました。言語や文化習慣が生活のハードルになってしまうことも

あると気づかされた協力隊時代でした。現地で悩まされましたが、支え励ましてくれ

るのも現地・地域のチカラでした。

 帰国後、自身のマイノリティ側での生活経験をもとに、次は生活地域のチカラになり
たいと思うようになりました。 K O C Aの皆さまと学び合いながら、地域と世界をつなぐ
一助となれましたら幸いです。

 趣味は子どもが好きなペンギンをきっかけにした水族館・動物園巡りです。家の近く
から鴨川を眺めて四季を感じる時間も好きです。どうぞよろしくお願いいたします。

⭐️KOCA の仲間を紹介します⭐️
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髙野　萌音
派遣国:ホンジュラス　職種:青少年活動

応募したきっかけ

大学でスペイン語とラテンアメリカ社会について勉強していま

した。大学での学びをどこかで社会還元したいと思っていたの

で応募を決意しました。

趣味と特技

訓練所での思い出

派遣に向けて今の気持ちを一言どうぞ！

個性豊かな訓練生に囲まれて刺激的な訓練生活を送れた事で

す。

絵を描く、旅行

不安はありますが、学習対象だったラテンアメリカ社会の中で

これから生活出来る事をとても嬉しく思います。まずは健康安

全第一で頑張ります。

松本　花観

派遣国:タンザニア　職種:小学校教育

応募したきっかけ

複数の知人がJICA海外協力隊としてアフリカに派遣されていて、「ア

フリカで生活するってどんな感じなんだろう。」と興味を持ったから

です。

趣味と特技

訓練所での思い出

派遣に向けて今の気持ちを一言どうぞ！

多様な職種、経歴の方達と関わる機会を持てたことは素晴らしい経験

になりました。特に印象に残っているのは、友だちと岳温泉の街を散

策したことと、班のみんなと談話室でまったり過ごしたことです。

音楽を聴いたり、映画を観たりするのが好きです。特技はありません。

まずはスワヒリ語をしっかりマスターして、任地でコミニュケ

ーションが取れるようになりたいです。健康に気をつけて頑張

ります。

杦山　都子
派遣国：ザンビア　職種：幼児教育

応募したきっかけ

日本で移住保育士として働き、学ぶ事の多さから様々な環境で

働きたいと感じたため。

趣味と特技

派遣に向けて今の気持ちを一言どうぞ！

毎日が刺激的で思い出は沢山あって書ききれませんが、熊鈴と

蛍光タスキをつけて仲間達と二本松の街を散策したことです。

ソースカツ丼と奥の松の日本酒が美味しかったです。

趣味はバスケ🏀特技は、木の枝や石ころ一つでもなんでもおもち

ゃにしてしまうところ。

ザンビアに着いて3日が経ち、刺激的な日々を過ごしていま

す。私が大好きな保育の仕事を通して、ザンビアの子ども達や

先生達と色んな気持ちを共有したいです。

藤原　祐真

派遣国：バヌアツ　職種：青少年活動

応募したきっかけ

自分自身の「挑戦」人生一度きりなのでいろんなことに挑戦し

てみようと思ったから。

趣味と特技

訓練所での思い出

派遣に向けて今の気持ちを一言どうぞ！

今まで続かなかった英語の勉強が楽しかったこと！大雪の駒ヶ岳を

ランニングシューズで登ったこと！

レゲエ音楽、サウナ、旅行

レスリング(アジア選手権に出ました！)

支援しに行くというより、お互いに学び合う関係性を築いてい

きたい！五感を使ってバヌアツを感じてきたい！

髙嶋　修人
派遣国：ブータン　職種：空手道

応募したきっかけ

海外で空手道を伝える活動をすることが夢であったため。祖母が

私が4歳の頃から空手を見てきてくれて、祖母に恩返しするのは空

手で恩返しするのが筋だと感じ海外で活躍したいと思ったため。

趣味と特技

訓練所での思い出

派遣に向けて今の気持ちを一言どうぞ！

訓練所ではID不携帯だった事や、勉強の事で頭がいっぱいだった。

人生で初めてこんなに勉強をして帰って知恵熱が出たのがいい思い

出です。

趣味はギター、特技は声真似

ブータンで世界大会に通用する選手を育成する。

競技結果だけ追い求めるだけでなく、日本の武道の精神を伝え

ていき、人格育成を図ると共により良い社会を築き上げる。

松尾　和美

派遣国：タイ　職種：青少年活動

応募したきっかけ

大学で国際協力や開発援助について学ぶ中で、海外協力隊に興味をもつ

ようになり、いつか協力隊にいきたいなと思っていました。約7年の社

会人経験を経て、いくなら今しかない！と思い立ち応募しました。

趣味と特技

訓練所での思い出

派遣に向けて今の気持ちを一言どうぞ！

同じ志をもつ仲間に出会えたこと！大人になってからこんなに大勢の

おもしろい人たちに一度に出会える機会はなかなかないと思いま

す…！ユニークな仲間たちとともに生活をするのが楽しかったです！

スキューバダイビングが大好きです！タイにもきれいな海があるので、

ダイビングできたらいいなあと思っています🐠

きっとうまくいかないこともたくさんあると思いますが、人生楽しんだ

もん勝ち！何事も全力で楽しむ気持ちを忘れずに、健康第一で過ごした

いと思います！

　いってらっしゃい
2 0 2 5年度2次隊のみなさん

訓練所での思い出
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KOCAKOCA 活動報告

　 2025年10月11日、11月8日、12月7日の３回、京都市男女共同参
画センター（ウイングス京都）にて、JICA海外協力隊帰国発表会
を開催しました。
　 今回の発表会は、2021年度以降に派遣された帰国隊員が、１回
の発表会に３名ずつ、協力隊活動について、それぞれスライドを
使って発表しました。
 　会場には、高校生、大学生、一般府民、協力隊OVの他、隊員の
家族や同僚などの皆さんがお越しになられたり、オンラインで
は、全国からOVの皆さんや派遣国で活動中の現役隊員が参加して
いただきました。

JICA海外協力隊帰国発表会　開催報告

イベントレポート

参加者からのアンケートでは、

・自分も現地の人の役に少しでも立てるような国際協力の組織の一員になりたい。
・機会があれば、海外協力隊の活動に何らかの形で関わりたい。
・具体的な活動内容やを体験談は大変興味深かった。
・過酷な環境の中で試行錯誤を繰り返しながら、活動に取り組んでこられた事に敬意を表します。。
・皆さんの活動内容が素晴らしいのと、困難な場合でも解決策を見つける姿勢に勇気をもらいました。
・世界には、まだまだ貧困で生活に苦しんでる人が多くいるということを実感した。
 などの感想があり、海外協力隊の活動への理解が広げることができました。

（活動発表者）
 第１回　横田 翼さん （ヨルダン・体育）、石田 沙織さん （パラオ・小学校教育）
 　　　　森岡 弘子さん （ブラジル・日本語教育）
 第２回　桐村 聡子さん （マダガスカル・コミュニティ開発）、寺門 香音さん （マラウイ・小学校教育）
　　　　池田 愛子さん （ガーナ・PCインストラクター）
第３回 　荒木 馨さん （タイ・機械工学）、平野 公さん （ウルグアイ・空手道）
 　　　　宮本 拓海さん （マラウイ・青少年活動）

 発表された帰国隊員の皆さん、ありがとうございました。
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2025JOCA近畿・四国ブロック会議

ドミニカ共和国派遣40周年記念・写真展＆交流会 

in JOCA大阪レポート
レポート：2022-7次隊ドミニカ共和国 作業療法士
森裕美（青年海外協力隊大阪府OB・OG会）

　2026年1月17日（土）午後、JICA四国にて、令和7年度（公
社）青年海外協力協会　評議員ブロック会議（近畿・四国）が
開かれ、京都のほか、兵庫、滋賀、大阪、香川、高知の代表が
出席し、活動を報告しました。「イベントをしたい若手OBが多
い」との大阪からの報告は、担い手に悩む他府県からは羨望の
的となりました。情報共有のためにOB同士のLINEグループを作
った事例や、奈良と和歌山のように二つのOB会が合同で事業を
行った事例など、運営の工夫についても伝え合いました。

　終了後、高松市内にある、セネガルOBが営むゲストハウス若
葉屋で懇親会が開かれました。香川県OBOGも顔を出し、話題
は尽きることなく明け方3時過ぎまで帰国後の社会貢献活動や、
各都道府県OB会との連携について語りました。

 　2026年1月24日（土）、JOCA大阪（摂津市）にて、ドミニカ共和国派遣40周年を記念した写真展お
よび交流イベントを開催しました。当日は、約50名の皆様にご来場いただきました。
 　本イベントのハイライトは、再現度120%を目指したドミニカの伝統的な甘い豆のスープ「アビチュ
エラ・コン・ドゥルセ」の試食会です。試作を重ねた一杯は、いつも囲碁を打ちに来る地域のおじいち
ゃんから「おしるこみたいで美味しいな」と完食の太鼓判をいただけるほどの仕上がりでした。
 　また、現地で活躍するドミニカ共和国OVとオンラインで繋ぎ、活動やキャリアについて報告するト
ークセッションも実施。中継ならではの臨場感に、参加者の皆さんも興味津々で聞き入っていました。
 　会場では、30年ぶりに再会するOB同士や、スペイン語教室を通じて興味を持ってくれた方、そして
地域住民の方々が隣り合って笑い合う「ごちゃまぜ」の温かい光景が広がりました。
　 準備には苦労もありましたが、こうした交流こそが帰国後の社会還元の醍醐味だと改めて実感してい
ます。もし活動に迷っている方がいれば、まずは小さな一歩から「やりがい」を見つけてみませんか？
地域と世界が繋がる喜びを、ぜひ一緒に体感しましょう！

ココナッツ豆スープ

（アビチュエラ・コン・ドゥルセ）

優しい甘さが大好評でした。

調理風景

試作を重ねたことが

当日の成功へとつながりました。

オンライン中継の様子

ドミニカ共和国とJOCA大阪を繋いで、

現地の風を感じる貴重な時間となりました。

集合写真

笑顔溢れる一日の

締めくくりとなりました。

 展示コーナー

40年の歴史を感じる写真展示。

OB同士の思い出話にも

花が咲きます。
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REPORT

インドネシア(2)、中国(2)、ウィグル(1)、ブラジル(1)

 アフマド ナザ ホイルー
 アザムさん(インドネシア)
「日本で見つけた私らしさ」
日本は、周りと違っていて
個性を尊重しているようだ。
日本では、自分らしく生きる
ことができることを知った。

審査は、6人の審査員と会場の観覧者の人々の投票によって決まりました。

最優秀賞 (賞金10,000円)

審査の結果

第24回日本語による外国人のメッセージコンテスト
── せいかグローバルネット　/　会長 　麻生 ひろみ（S56-2次隊　ネパール　理数科教師）

KOCAは、2025年12 月14日(日) 14時から16時30分、精華町役場交流ホールで、せいかグローバルネット、精華町
と共催で開催しました。今年度の発表者は6 人、観覧者は56 人、スタッフは19人でした。 今回で、これまでに参加
された国は43か国で、参加人数は200人となりました。

 4か国6名の日本に住む外国人の方々が「あなたにとって日本とは？～これまでとこれから～」をテーマに日本で生
活していて感じたことを上手な日本語で発表されました。

優秀賞(賞金5,000円) 優秀賞(賞金5,000円)

 ダン　ホウ さん(中国)
「私にとって日本とは私の伴侶で
す。これまでとこれから」
日本との関係は、まるで自分の結婚
生活のように一緒に歩んでいく、か
けがえのない人生の伴侶。

 ムハッマド リオ セティ
 アワンさん(インドネシア)
 「大変だけどがんばれ！」
父と二人の母の『大変だけどがんば
れ』の励ましの言葉に支えられてつら
い介護のアルバイトや日本語の勉強を
頑張っている。

デリバリアブリミテさん ( ウィグル)
 「夢の種をくれた日本」
イスラム教徒が安心して食べれる食品
を作りたいという『夢』を実現しつつ
あります。

努力賞 努力賞 努力賞

 ウ  エイセイさん(中国)
 「披星戴月（ひせいたいげつ）」
日本社会は勤勉であると認識されて
いる。しかし人生は一度しかない。
仕事やバイトはいくら忙しくても心
身の健康に気をつけましょう！

モライス　エジウソンさん (ブラジル)
「私と日本の『いのちの未来』」
大阪万博に携わって私にとって日本
は、『いのちの未来』を一緒に作るパ
ートナーということを学んだ。

審査委員

・池田　善樹 　精華町立学校校長会会長 精華町立精北小学校校長 
・秋野　順治　 京都工芸繊維大学教授
・瀧野　博史　 京都廣学館高等学校校長　
・永井　元　     社会福祉法人相楽福祉会相楽作業所施設長 
・岡本　恵理 　NPO法人京都海外協力協会副会長　
・桐島    俊昭 　山城ライオンズクラブ会長　
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REPORT

第二部

 メッセージの発表の後には、オープンセサミの手作りクッキーをいただきながら、会場の人々同士の交流を
深めました。会場には、KOCAとせいかグローバルネットと精華町の国際交流員のエミリーさんの活動を紹介した写
真のパネルを展示して、それぞれの活動についての質問にも答えていました。

　 第二部は、まず、KOCA理事の西川玲奈さん（2019-2次隊　ガーナ　学
校保健）によるJICA海外協力隊について「人生なんてきっかけひとつ」をキ
ーワードとした説明から始まりました。
現地隊員や帰国者による出前講座の紹介や、精華町からはこれまでに21人
の方々が派遣されていることなどの説明もされました。中でも、英検3級で
も協力隊に参加できるということを聞き、ハードルが低くなった。自分でも
参加できるかも等と、興味関心をもった人が多かったようです。（アンケート
より）

　 次に、精華町海外体験補助金を利用してオーストラリアへ留学された方の体験報告と、精華西中学校総合文化部
の「世界のクイズ」、木津南中学校チャレンジ部の「World Discovery～世界の魅力を発見しよう～」のクイズで、
会場を和やかな雰囲気にしてくださいました。海外にルーツを持つ方々も交えて、会場全体で盛り上がりました。

〇審査員の代表として、精華町小中校長会会長の池田善樹様がコンテストの講評を、賞金は、山城ライオンズクラブ
が、参加賞は、相楽作業所手作りの陶器プレートと、多くの団体の協力があって開催できました。

エピソード

★ スピーカーのお一人から、コンテスト終了後、「日本人と親しくなるのはとても大変です。日本で外国人が自分の
意見を言える機会はないので、このような機会と、日本人と交流できるチャンスを多く作ってほしい」というメール
をいただきました。
★ 精華西中学校の総合文化部の顧問の先生は、留学生方の内の一人の精華西中学校の生徒だった時の英語の先生で
した！
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i n

京 都

Speci
al

エピソード１

初めての出身小学校と中学校での出前授業

〜JICA海外協力隊の経験から私の伝えたいこと〜

荒木馨さん　（隊次:2022年度4次隊 /
派遣国:タイ
/
職種:機械工学）

このコーナーでは、2年間の協力隊活動を終えた隊

員が進める社会貢献や、隊員と任国とのつながり

を感じるエピソードを紹介します。

 「出前授業を行いたい」とKOCAの集まりで相談していると、KOCA理事で元京都デスクをしていた方から、私の出身小学校の教頭先生

がJICA海外協力隊の経験者だと聞き、紹介いただきました。教頭先生は、総合学習における出前授業を快諾くださり、総合学習の概要と

最近の傾向や課題を伝えられました。

 学校の予定と合わせて、打ち合わせから４ヶ月経った2026年1月に、6年生約５０名を対象に出前授業を行いました。嬉しいことに、私

の出身中学校でも2月に2年生約１５０名を対象にお話できました。

　 ともに、２〜３回の打ち合わせと

資料の変更を終えて実施に至りまし

た。小学校、中学校とも８割は同じ内

容で進めました。数十ページのパワー

ポイント資料を用意しましたが、本当

に伝えたいことを中心に３０数ページ

にまとめ、残りは質問などに使用する

ようにしました。授業４５分中、発表

４０分、質疑応答５分で時間ギリギリ

終了しました。

　出前授業にあたり、私の経験から何

を生徒に伝えたいかを中心に考えまし

た。授業の最初は少し緊張をしました

が、２、３のクイズを交えると生徒た

ちも興味を持ってくれたようでした。

　小中学校では、タイの職業訓練センターでの活動経験を伝えたほか、人の誠実な態度や、相手に対するリスペクト、思いやり、理解を

大切にして生活することは、タイに限らず万国共通で私たちが磨くべき人間性であり、怒らず、人を責めず、家族を大切にするタイ人

は、精神的に豊かであり、私も見習わなければと感じたことを伝えました。

　すると、小学生の男の子が「精神的豊かさってなんですか？」と質問をしてくれました。私は、「お父さんがあなたに車を買ってあげ

よう」と言った時と「お前頑張ったなあ」と言ってくれた時とどっちが嬉しいと聞いたところ、彼はにっこりして「頑張ったなと褒めて

くれた時」と答えました。

 そのようなやり取りがあったので、2回目の授業では私から中学生に「精神的豊かさ

とはなんですか？」と問いかけました。ある男子生徒が「心が広いことです」とズバ

リ答えました。私の気持ちが伝わったと感じた瞬間でした。

 また、中学生に向けては、心の豊かさを育む上で家庭が大切な役割を担っていること

に触れ、「あなたたちはなんでお父さんやお母さんが私の気持ちをわかってくれない

のかと思う時もあるかもしれませんが、お父さんもお母さんも子育ては初めての経験

なんです。一生懸命していてもなかなか教科書通りにいかないものです。そういう

時、お祖父さんやお祖母さんが同居していれば相談に乗ってくれます。家族の皆さん

でもっと会話をしてください」と伝えました。

 私たちは、こういう気持ちのやり取りを繰り返すことで、精神を豊かにしていき、人

生の中で強い意思を育むのだと思います。

 協力隊の経験を伝えながら、私は若者たちと互いの気持ちのやり取りができるところ

に醍醐味を感じています。この出前授業が続いていくことを切に願っております。
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  2025年12月13日から15日までの3日間No.317 ANEWAL Gallery.にて写真展「人々の温もりに触れる旅―カリ
ブの楽園　ドミニカ共和国―」を開催しました。お昼の12時から夕方の6時まで展示を行い、3日間で151人の
方にお越しいただきました。この記事では企画からイベントを終えるまでの様子をお伝えいたします！！
Vamo al
manbo（ドミニカ共和国のさぁ、始めましょう！という掛け声です）

●写真展をするに至ったきっかけと準備
 
私は現職参加で派遣され、帰国後はすぐに復職して慌ただしい毎日を送っていました。日本の働き方、生活
のリズムに慣れることで精一杯でした。帰国して1年が経とうとし、日本での生活に慣れてきた頃、「ドミニ
カ共和国での経験を伝えるイベントをしてみない」と理事の方に声をかけていただきました。その頃は日本で
の生活に慣れてきた一方で、ドミニカ共和国の体験を話す機会も減り、活動が遠い記憶になりかけていまし
た。
 
 
自分の活動の体験やドミニカ共和国の素晴らしさを知ってもらうことができる、記憶がまだ鮮明な間にイベ
ントができる機会があることはすごいタイミングなのでは！と考えてやることを決意。先輩隊員と後輩隊員に
声をかけると、快諾してもらえたため企画をスタート！何回か打ち合わせを兼ねてイベントの企画を練ってい
きました。
 
展示する写真の選別は自分の2年間をもう一度振り返るいい機会になりました。準備をするうえで大変だと感
じたことは補助金申請、モチベーションの維持でした。ドミニカ共和国といえば、カリブ海！というイメージ
もあり、海の写真や明るい色調の写真が多かったことから当初は7月に実施を予定していたのですが、今年度
は申請のやり取りが例年になく難航したため、7月での開催を見送りました。広報、ギャラリーとの調整もス
トップ。補助金申請が承認されてからも、万博の終了と期間が重なり調整がつかず12月の開催となりまし
た。その間に進められることもあったはずですが、一度スケジュール変更を行うとなかなかモチベーションが
あがらず。結局、日程が決まってからはバタバタで、厳しいスケジュールとなりました。
 
 
しかし、いざ写真を現像する日が来ると出来上がりに感動。この写真をできるだけ多くの方に見ていただき
たい！という気持ちが強くなりました。そこからは在日ドミニカ共和国大使館への案内状の送付、キャプショ
ン、広報等準備を進め、前日は深夜までかかりながら、なんとか開催の日を迎えました。

実
践
☆
社
会
還
元
活
動
　in

京
都

エピソード2 
ドミニカ共和国写真展
清水真奈さん　2021-5次隊　ドミニカ共和国　経営管理　
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●写真展開催期間

 　写真展開催期間は写真展示、ドミニカコーヒーの試飲を行い、中日に隊員の活動報告、ドミニカ共和国からのビ

デオレター上映のイベントを行いました。開催場所のNo.317 ANEWAL Gallery.は商店街の中にあり、ガラス張りで

中の様子がよくわかり入りやすい雰囲気で、通りがかりの方にも気軽に入っていただけました。

 　展示した写真の説明を用意し、またOVが実際にお話しながら解説を加えることで「ガイドブックやYoutubeには

ない実際の暮らしに触れることができた」「文化や人々の生活がよく伝わった」と、ドミニカ共和国への理解を深

めていただけました。

 　来場者に積極的に話しかけて現地での生活のこと、協力隊の活動、ラテンアメリカ・ドミニカ共和国のことを紹

介したので、「協力隊への理解が深まり、応募を考えようと思った」「私も若かったら、協力隊に行ってみたかっ

た（これから応募しようかな）」「日本人もこのような世界を見て、出かけていかないと」「家族が協力隊とし

て、ドミニカ共和国に行っていて不安もあったが、解消することができた」と協力隊の活動やドミニカについてつ

いて知ってもらい、共感していただくことができました。

 　今回はテーマに沿った写真（野球、日常の風景、食文化、隊員の活動、自然の風景等）を展示しました。写真そ

のものもメッセージ性のあるものが多く、「ドミニカ共和国の素敵な海の色、自然に癒された」「野球や主食がお

米であること等日本との共通点があって楽しかった」「日本の道路と違っていて驚いた」と写真を見て日本との相

違・類似点やドミニカ共和国への親しみを感じてもらい、来場者がそれぞれに色々な切り口でドミニカ共和国を知

ることができたと思います。

 　何よりも嬉しかったことは、写真展で新たな交流がたくさん生まれたことです。

 これまでKOCAと縁のなかったドミニカ共和国隊員OB/OG、ニカラグア、パラグアイ等のOB/OGの方が来てくださ

り、思いがけずOB/OGが出会う場になりました。懐かしいお話をしながら新たなつながりが生まれ、今後の日本で

の活動のきっかけとなる出会いが生まれていました。

　また、中南米のカラフルな色彩、明るい音楽に誘われて中南米出身の方（ドミニカ共和国、ウルグアイ、パナ

マ、ホンジュラス、ボリビア等）を始め、その他の国の方の来場もあり、ドミニカ共和国の文化だけではなく、

様々な国の文化についても知ることができました。

●在日ドミニカ共和国大使の訪問                  

　ドミニカ共和国大使館へのイベント周知は日程が決まってから行っていましたが、大使は予定があるとのことで、国旗、バ

ナーの貸し出し、パンフレットの配架等の様々な物品提供にご協力いただきました。大使館もとても丁寧に対応してください

ました。それだけでもありがたかったのですが、開催４日前にして、大使のスケジュール調整ができて、イベントに参加でき

ることになったと連絡が！

　当日はエドワード・ぺレス・レジェス大使と参事官の方にお越しいただきました。ドミニカコーヒーを召し上がっていただ

きながら、会場を案内し、現地での生活や活動、日本とドミニカ共和国の交流についてお話をさせていただきました。大使は

気さくなお人柄で、会場にいる他のOB/OG隊員にも声をかけてくださり、最後は大使を囲んでみんなで記念撮影。このような

機会をいただけると思っていなかったので、素敵な思い出となりました。

●イベントを終えて

　イベントを終えて感じたことは、人の優しさに感謝する気持ちです。私の協力隊の２年間の活動は自分1人では絶対にできな

いもので、常に感謝の気持ちでいっぱいでした。その気持ちをドミニカ写真展でも感じていました。KOCAの理事の方には、企

画からサポートしていただき、写真印刷からカット、展示、そしてイベント当日は本当にたくさんの方にお手伝いいただきま

した。どの方がかけてもイベントは成り立たなかったと思います。

　「自分の体験を伝えたい」をモチベーションに始めたイベントで、自分自身が学ばせていただいたこと、伝えていただいた

ことの方が多かったと感じています。自分の活動体験はどうしても時とともに伝える機会が限られてきます。だからこそ、こ

のようなイベントを持つことはとてもいいことだと、苦しい時もありましたが感じています。

　イベントで繋がった素敵なご縁で、令和８年２月２６日、在日ドミニカ大使館主催の独立記念日のセレモニーにもご招待い

ただきました。また、２月２８日には大阪大学中之島センター「いのち共感ひろば」でも写真展関連イベントをさせていただ

きました。

　このイベントを通じて生まれた繋がりが、私にとっても、お手伝い頂いた方、来場してくださった方にとっても素晴らしい

ものになるように祈っております。
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1．   大判写真の出来上がり
色鮮やかなドミニカ国旗が大判写真
で完成した時は歓声があがりまし
た！

2．   緊張の写真カット
始めは失敗したらとドキドキでした
が、当日奇跡のチームワークを発揮
して最短でカットを終えることがで
きました！

3．   深夜までかかった前日設営
仕事終わりに集合して、深夜までかかった前
日設営。お手伝いいただいた皆様のおかげで
何とか終了しました！

4．   一枚一枚丁寧に
お気に入りの１枚が選べないくらい
どの写真もその時の記憶と一緒に輝
いています。会場の皆様に良さが伝
わりますように！

5．   ギャラリーの外観①
大使館から提供いただいたバナ
ーがお出迎え。中にある色彩豊
かな写真も見え、入りやすい雰
囲気の会場でした。

6．   ギャラリーの外観②
入口のドアが開いていると
ドミニカ共和国の音楽が聞
こえてきます。「ラテンの
音楽が聞こえたから入っち
ゃった」という中南米出身
の方もいました。

7．   会場の様子
ドミニカ共和国国旗と海、ダン
スを踊る女の子の特大写真がお
出迎え。写真を見るだけではな
く、出会いの場、交流の場にな
っていました。

8．   ドミニカ共和国のリ
ズムにのって
ドミニカ共和国の音楽に
欠かせない楽器。みんな
でリズムを奏でました。

9．   ドミニカ共和国ＯＶ
がドミニカ愛を伝えま
す！
ドミニカ共和国への愛が
あふれるOVが写真の説
明、ドミニカ共和国での
生活について全力でお話
させていただきました。

10.　現地からのビデオレターが届きま
した！
友人、知人にドミニカ共和の素敵なと
ころ、日本を知ったきっかけ、日本の
国の素敵なところについてお話してい
ただきました。帰国しても協力してく
れる友人たちに感謝です！

11.　ドミニカ共和国コーヒー
ドミニカ共和国といえば、グレカ（直
火式エスプレッソマシーン）でいれた
コーヒー。試行錯誤して本場にこだわ
りました。

12. 　在日ドミニカ共和国大使と参事官との歓談
 丁寧にお写真を見てくださり、活動や現地での生
活についてたくさんのご質問をいただきました。
また、大使館の最近の取り組みについてもお話を
いただき、さらにドミニカの知識が増えました。

14.　ドミニカ共和国独立記念日イベントにご
招待いただきました
イベントを通して繋がったご縁からご招待い
ただきました。日本らしく着物で参加させて
いただきました。この素晴らしいご縁に感謝
の気持ちでいっぱいです。

13.　大使を囲んで記念写真
 気さくなお人柄で「みんなで写真を撮
ろう」とお声がけいただきました。写
真を撮る時の掛け声は京都らしく
「SAKE―！」でした。
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夢を描こう

ボツワナの民族

セトゥーニャらいふ　第8話

 ボツワナは、比較的安定した政治とダイヤモンドをはじめと
する豊富な鉱物資源を背景に、生活困窮者向けの食料支援や
高齢者年金など、アフリカの中でも社会保障制度の整ってい
る国です。一方で失業率は高く、このような制度に頼りなが
ら生活している人も少なくありません。

 私が関わる小規模ビジネス事業者の中には、政府の貧困削減
プログラムの一環として、機材などの現物支援を受けて事業
を始めた人も多くいます。私はそうした方々が一時的な支援
を受けるだけにとどまらず、持続的に自立した生活を築いて
いけるよう、生活改善や収入向上を目指した取り組みに関わ
ってきました。

 綾部市出身。2024年4月から南部アフリカのボツワナでコミュニティ開発隊員として活動して
いる井上日南子です。タイトルの「セトゥーニャ」は「花」という意味の現地語名です。

自⼰紹介

 「ボツワナ」という国名は、Bo (〜の土地)+Tswana (ツワナ
人)に由来し、「ツワナの人々の土地」を意味します。人口の
大多数はツワナ系民族ですが、バルサワ（サン族）と呼ばれ
る長い歴史を持つ先住民族も共に暮らしています。着るもの
や言語、ダンスを通してアイデンティを表現する姿は美し
く、心を動かされます。
 
 一方、グローバル化や政策の影響もあり、伝統的な暮らしや
文化が少しずつ薄れつつあるのも事実です。今この瞬間に残
る多様な文化をしっかりと目に焼き付けたいと思っていま
す。

JICA海外協力隊現地レポート

帳簿ワークショップを開催 

みんなと今後の目標を立てました!

　 活動の中で私が「帳簿をつけよう」というメッセージを伝
えると、少しずつ自分のビジネスを見つめ直す人が増えてき
ました。最近では「Yume
Project」と題し、夢や目標を言葉
にするセッションを行い、多くのビジネス事業者と未来につ
いてじっくり話す時間を持つことができました。

残り期間は僅かとなりましたが、一人ひとりが自分の現状と
向き合い、なりたい姿を描き、そのための具体的な行動を考
えながら、未来に向かって歩んでいけることを願っていま
す。

カラハリ砂漠の狩猟採集民族、サンの人々
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鍬田 早紀
くわ　た　　　さ　　き

国際交流基金が発行した日本語の教科書を使って文法の授業を行います。

日本語の文法はタイ語と全く異なるので、生徒たちは習得に大苦戦。ゲー

ムや身近な話題を入れて、少しでも楽しく勉強できるように意識していま

す。

日本語・日本文化の授業

日本語教育が盛んなタイでは様々な機関で日本語コンテストが開催されてい

ます。日本事情クイズやスピーチ、カラオケ、よさこいなど、生徒は日々勉

強した日本語を使ったり、日本文化を経験したりする貴重な機会として積極

的に参加します。大会前は放課後一緒に練習しています。

日本語コンテストの練習

隊次：2023年度4次隊　　　派遣国：タイ　　　職種：日本語教育

秋の紅葉で有名な東福寺の近くで生まれ育ちました。四季が美しい日本から一転、2024年５月から常夏の国・

タイでの生活が始まり、冒険の毎日を過ごしています。

タイでは中高一貫校で日本語を教えています。

マンガを使いながら文法を勉強する生徒

「194,366人*」いきなりですが、みなさんはこれが何の数字だと思いますか？実は、この数字はタイの日

本語学習者数で、この内約80%の学習者は、私が派遣されているような中等教育機関の学習者です。今回

は、そんな私の活動をご紹介します。

マイペンライフマイペンライフマイペンライフ

JICA海外協力隊　現地隊員レポート　Vol.5

生け花に挑戦する生徒

私の派遣先は地域の中等日本語教育のリーダー的役割を担っているため、

校内のイベントだけではなく、周辺地域の学校も招待して日本語教育関連

のイベントを開催することもあります。そのひとつが「日本語キャンプ」

と呼ばれる体験型学習です。日本語キャンプでは、日本文化を体験した

り、日本語を使いながら特定のテーマについて考えたりします。

日本語教育関連のイベントのサポート

このようにタイでは日本語学習者もたくさんいますが、タイ人日本語教師も生徒が楽しく勉強できるよう

に日々試行錯誤されています。日本人ではないのに、一生懸命日本語を教えてくださっている教師の姿を

見ると、何だかとてもありがたい気持ちになります。その上で、日本語母語話者の私がいる意味を考え

て、生徒の日本語能力向上だけではなく、日本語学習を通して異文化や日本などの外国に興味を持っても

らえるよう、残りの期間も意識して活動していきたいと思います。

*国際交流基金「2024年度 海外日本語教育機関調査」より引用

風呂敷包みに挑戦

本物のスイカを使ってスイカ割り
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2年間の活動で得た、貴重な「気づきと感動」🌸‼

～キルギスのみなさん！ありがとうございました!～

キルギスパワーの源

前日に会場は変わる、プログラムは当日まで決まらない、物品は揃っていない…の状況でも、実行あるのみ！生徒も

先生も保護者も一体となってお祭りが開催されます！24校すべてのサラダが揃った会場は圧巻です！

 みなさま🌸こんにちは！2023年度4次隊の今中美栄です。キルギスに栄養職として健康促進室に配属されてから約

２年、帰国の日が目前に迫ってきました。何ができたかというより、たくさんのことを経験させていただいたな

ぁ…、みなさんに、可愛がって頂いたなぁ…　という思いでいっぱいです。

活動の集大成となった「ビタミンマイラン」：野菜祭り！

 先日、任地のアラメディン地区全24校が集まり、野菜摂取を促すためのサラダ祭りが開催されました！私たちが作

成した様々なメニューから、それぞれの学校の子どもたちがサラダを作り、披露します。

 キルギスは遊牧民族を祖に持ち、自然と共存して過ごしてきた歴史をもちま

す。その夜の星の位置や天候で、その日の移動や生活が決められます。自然の急

な変化は、当たり前ですから、臨機応変、即時に対応する力に非常に長けている

民族であることを、改めて実感しました。

 赴任当時は、予定は知らされない、ドタキャン、遅刻は当たり前、この国大丈

夫？なんて、今思うと余計なお世話だったのだと気がつきます。それぞれの国の

人々が育んできた、生活の営みの方法に正解などないのでしょう！毎日を一生懸

命、明るく、豪快に送るキルギスの国民性を愛さずにはいられない今日この頃で

す。

 

2年間で頂いた大きな感動と気づきを大切に日本へ帰ります！💛

心より、感謝と愛を込めて🌸ありがとう！

J I C A 海 外 協 力 隊 現 地 レ ポ ー ト V o l . 8

【プロフィール】 

神戸市出身、京都市在住。管理栄養士として保健所、病院で勤務。その後、京都市、島根県の大学にて、管理栄養士養

成に携わる。栄養士としての経験を海外で活かせるか？若き頃の夢を叶えるために、キルギスでの健康づくりに向けて

活動中！

Көрүш
көнчө🌸
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プロフィール
名前：祖父江なつみ（あだ名はソフィー）
隊次：2024年2次隊
派遣国：ベナン
職種：コミュニティ開発
京都との関わり：母が京都出身。転勤族だったため、小6～高3までの青春時代（7年間）を堀川丸太町と岡崎で過ごしました

2026.1　新年スタート！

2025.11　小学校の給食としてサツマイモを提供！

　近所の小学校の校長先生や給食のおばちゃんとやりとりをして、サツマイモの運搬から皮むき・調理・提供まで一緒に行いま
した。いつも給食には出てこないサツマイモを見て、子どもたちも大喜び！そんな姿を見て、私もすごく胸がいっぱいになりま
した。
  予想よりも時間がかかってしまうなど、うまくいかないことばかりでしたが、自分のやりたかったことをやっと実現できたこと
が自信に繋がりました。

　Bonjour!!皆さんこんにちは。任地での生活も折り返しに入りました。最近は、近所の子どもたちと過ごす時間が増
え、折り紙や日本の童謡を教えたりと、日本文化紹介も日常に取り入れて楽しんでいます！

ソフィーの活動通信INベナン VOL.4ソフィーの活動通信INベナン VOL.4ソフィーの活動通信INベナン VOL.4

JICA海外協力隊　現地レポートJICA海外協力隊　現地レポートJICA海外協力隊　現地レポート

　Bonne année 2026 !（フランス語であけましておめでとう！）
  ホストファミリーと一緒に教会で年を越した去年と違い、今
年は特に予定がなく、1人でゴロゴロ過ごして新年を迎えるのか
なと思っていたところ、ありがたいことに近所のパパたちが
「一緒にご飯を食べよう！」と昼から誘ってくれて、私がいつ
も遊んでいる子どもたちや親戚たちと現地のご飯を一緒にいた
だきました。
　他にも「お祭りがあるから一緒に行くよ！」と誘ってもらう
など、まるで家族の一員のように扱ってくれて心から嬉しかっ
たです！今年の11月末には任期終了予定！悔いのないように過
ごしていきます！
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活動レポート

最終号：２年間の協力隊⽣活を終えて

岸本光太朗　（隊次：2023年度4次隊/職種：青少年活動/派遣国：マダガスカル）　
　　　　　　　京都市出身。　
　　　　　　　こんにちは！私はマダガスカルの首都から西へ約200kmの場所で活動しました。

自⼰紹介

JICA海外協力隊現地レポート Vol.8

　 ここでの暮らしは、「彼らによって不快になり、彼らによって幸せになった2年間」でした。
今回は、私がどのような生活をしてきたのかをご紹介したいと思います。

 　私の主な活動目的は、任地で生活する青少年の健全な育成でした。その一環とし
て、近隣の学校巡回でビブリオの時間 (日本の「道徳」の時間)をもらって青少年の
余暇を充実させる取り組みを行うこと、配属先で「日本語教室」や「こども食堂」
を定期的に行い、若者たちが新しいことに挑戦するきっかけを提供することを活動
の軸にしました。日常生活では、トレーニング施設に継続的に通い、筋トレを通じ
て町の人々と信頼関係を深めました。

 　マダガスカルの田舎で生活しているとたくさんの困難やストレスがあります。特
に、外国人である私が町を歩くだけでも新しい動物を見つけたかのように珍しそう
に遠くからジロジロと見ていたり、挑発してどんな反応をするのか観察されたりす
ることが日常でした。「常に見られることのしんどさ」に直面する日々が続いたこ
とがつらかったです。

 　しかし、この町で暮らして得た幸せもたくさんあります。赴任当初
は、電気代の支払い、市場での買い物、毎日の手洗い洗濯。言語もできな
い私は毎日を生き抜くだけで精一杯いっぱいでした。白い服の汚れはなか
なか落ちず何回洗っても汚いままで、市場での買い物は毎回買いすぎて野
菜がすぐに腐る日々。そんな私を見かねて助けてくれる友人に出会えたこ
とが隊員経験の中で一番大きな幸せです。彼らは、生活を1人でやるしか
ないと思い人々と壁を作って生活していた私に「人に頼ること」を教えて
くれました。

　 マダガスカルの田舎の生活で、お金では買えない大切なものを得た気が
します。
　人々は暮らしに十分な賃金が支払われず、一日一食で生活することも当
たり前です。そんな生活の中だからこそ、ここでは、関わる人々との信頼
関係や助け合いが大切だと思います。私の協力隊生活2年間は「教えるこ
と」よりも「教わること」の方が多かったです。

　これからもマダガスカルが発展していくことを願いながら協力隊生活を
終えたいと思います。
これまでありがとうございました。
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続いていく、ぼくの活動
JICA海外協力隊現地レポート　VOL.4/最終号

【自己紹介】
吉井　大河　
派遣国：ベナン　隊次：2023年度３次隊　職種：コミュニティ開発
京都出身。JICA海外協力隊としてベナン共和国で2年間活動。帰国後は、海外での経験を活かした社会活動を志し、現在は群馬
県甘楽町で地域おこし協力隊インターンとして地域づくりに取り組んでいます。

 JICA海外協力隊としての任期は終わりました。けれど、ぼくの活動は、まだ続いています。

場所

 ぼくのJICA海外協力隊としての活動は、2026年1月31日で任期を終えました。

 任地ベナンでの活動は、順調なことばかりではありませんでした。最初は
言葉も全く通じず、活動提案は全て否定され、自分がここにいる意味を考
えたこと。活動が思い通りに進まず、立ち止まって見つめ直したこと。そ
れでも、現地の人たちと関わり続ける中で、少しずつ道が見えてきまし
た。

　観光農業の取り組みも、最初からうまくいったわけではありません。町
を歩き、人と話し、小さな挑戦を重ねていく中で、ある日、点が線になり
ました。

　そして今でも、任地の人たちとは連絡を取り続けています。任期が終わったからといって、関係が終わるわけではあ
りません。むしろ、そこから続いていく関係もあるのだと思います。

　 帰国した今、ぼくは派遣前研修のグローカルプログラムでお世話になった群馬県甘楽町で、地域おこし協力隊インタ
ーンとして活動しています。協力隊の形は変わりましたが、地域に入り、人と関わりながら新しい価値を生み出してい
くという姿勢は、これまでと変わっていません。

　これまでは、日本で得た経験を活かして海外で活動してきました。これからは、海外での経験を活かして、日本の地
方で、社会活動をしていきたいと思っています。
　協力隊活動は、人生の寄り道ではありません。ぼくにとってそれは、これからの人生を形づくる大切な経験でした。
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	レポート：2022-7次隊ドミニカ共和国 作業療法士 森裕美（青年海外協力隊大阪府OB・OG会）
	ドミニカ共和国派遣40周年記念・写真展＆交流会  in JOCA大阪レポート
	展示コーナー 40年の歴史を感じる写真展示。 OB同士の思い出話にも 花が咲きます。
	エピソード１ 初めての出身小学校と中学校での出前授業 〜JICA海外協力隊の経験から私の伝えたいこと〜
	荒木馨さん　（隊次:2022年度4次隊 / 派遣国:タイ / 職種:機械工学）
	「出前授業を行いたい」とKOCAの集まりで相談していると、KOCA理事で元京都デスクをしていた方から、私の出身小学校の教頭先生がJICA海外協力隊の経験者だと聞き、紹介いただきました。教頭先生は、総合学習における出前授業を快諾くださり、総合学習の概要と最近の傾向や課題を伝えられました。  学校の予定と合わせて、打ち合わせから４ヶ月経った2026年1月に、6年生約５０名を対象に出前授業を行いました。嬉しいことに、私の出身中学校でも2月に2年生約１５０名を対象にお話できました。




	Special
	実践☆社会還元活動 in
	エピソード2  ドミニカ共和国写真展 清水真奈さん　2021-5次隊　ドミニカ共和国　経営管理　

	実践☆社会還元活動　in京都
	●写真展開催期間  　写真展開催期間は写真展示、ドミニカコーヒーの試飲を行い、中日に隊員の活動報告、ドミニカ共和国からのビデオレター上映のイベントを行いました。開催場所のNo.317 ANEWAL Gallery.は商店街の中にあり、ガラス張りで中の様子がよくわかり入りやすい雰囲気で、通りがかりの方にも気軽に入っていただけました。  　展示した写真の説明を用意し、またOVが実際にお話しながら解説を加えることで「ガイドブックやYoutubeにはない実際の暮らしに触れることができた」「文化や人々の生活がよく伝わった」と、ドミニカ共和国への理解を深めていただけました。  　来場者に積極的に話しかけて現地での生活のこと、協力隊の活動、ラテンアメリカ・ドミニカ共和国のことを紹介したので、「協力隊への理解が深まり、応募を考えようと思った」「私も若かったら、協力隊に行ってみたかった（これから応募しようかな）」「日本人もこのような世界を見て、出かけていかないと」「家族が協力隊として、ドミニカ共和国に行っていて不安もあったが、解消することができた」と協力隊の活動やドミニカについてついて知ってもらい、共感していただくことができました。  　今回はテーマに沿った写真（野球、日常の風景、食文化、隊員の活動、自然の風景等）を展示しました。写真そのものもメッセージ性のあるものが多く、「ドミニカ共和国の素敵な海の色、自然に癒された」「野球や主食がお米であること等日本との共通点があって楽しかった」「日本の道路と違っていて驚いた」と写真を見て日本との相違・類似点やドミニカ共和国への親しみを感じてもらい、来場者がそれぞれに色々な切り口でドミニカ共和国を知ることができたと思います。  　何よりも嬉しかったことは、写真展で新たな交流がたくさん生まれたことです。  これまでKOCAと縁のなかったドミニカ共和国隊員OB/OG、ニカラグア、パラグアイ等のOB/OGの方が来てくださり、思いがけずOB/OGが出会う場になりました。懐かしいお話をしながら新たなつながりが生まれ、今後の日本での活動のきっかけとなる出会いが生まれていました。 　また、中南米のカラフルな色彩、明るい音楽に誘われて中南米出身の方（ドミニカ共和国、ウルグアイ、パナマ、ホンジュラス、ボリビア等）を始め、その他の国の方の来場もあり、ドミニカ共和国の文化だけではなく、様々な国の文化についても知ることができました。
	●在日ドミニカ共和国大使の訪問                   　ドミニカ共和国大使館へのイベント周知は日程が決まってから行っていましたが、大使は予定があるとのことで、国旗、バナーの貸し出し、パンフレットの配架等の様々な物品提供にご協力いただきました。大使館もとても丁寧に対応してくださいました。それだけでもありがたかったのですが、開催４日前にして、大使のスケジュール調整ができて、イベントに参加できることになったと連絡が！ 　当日はエドワード・ぺレス・レジェス大使と参事官の方にお越しいただきました。ドミニカコーヒーを召し上がっていただきながら、会場を案内し、現地での生活や活動、日本とドミニカ共和国の交流についてお話をさせていただきました。大使は気さくなお人柄で、会場にいる他のOB/OG隊員にも声をかけてくださり、最後は大使を囲んでみんなで記念撮影。このような機会をいただけると思っていなかったので、素敵な思い出となりました。
	●イベントを終えて 　イベントを終えて感じたことは、人の優しさに感謝する気持ちです。私の協力隊の２年間の活動は自分1人では絶対にできないもので、常に感謝の気持ちでいっぱいでした。その気持ちをドミニカ写真展でも感じていました。KOCAの理事の方には、企画からサポートしていただき、写真印刷からカット、展示、そしてイベント当日は本当にたくさんの方にお手伝いいただきました。どの方がかけてもイベントは成り立たなかったと思います。 　「自分の体験を伝えたい」をモチベーションに始めたイベントで、自分自身が学ばせていただいたこと、伝えていただいたことの方が多かったと感じています。自分の活動体験はどうしても時とともに伝える機会が限られてきます。だからこそ、このようなイベントを持つことはとてもいいことだと、苦しい時もありましたが感じています。 　イベントで繋がった素敵なご縁で、令和８年２月２６日、在日ドミニカ大使館主催の独立記念日のセレモニーにもご招待いただきました。また、２月２８日には大阪大学中之島センター「いのち共感ひろば」でも写真展関連イベントをさせていただきました。
	9．   ドミニカ共和国ＯＶがドミニカ愛を伝えます！ ドミニカ共和国への愛があふれるOVが写真の説明、ドミニカ共和国での生活について全力でお話させていただきました。
	13.　大使を囲んで記念写真  気さくなお人柄で「みんなで写真を撮ろう」とお声がけいただきました。写真を撮る時の掛け声は京都らしく「SAKE―！」でした。
	JICA海外協力隊現地レポート

	セトゥーニャらいふ　第8話
	自己紹介
	綾部市出身。2024年4月から南部アフリカのボツワナでコミュニティ開発隊員として活動している井上日南子です。タイトルの「セトゥーニャ」は「花」という意味の現地語名です。

	夢を描こう
	ボツワナは、比較的安定した政治とダイヤモンドをはじめとする豊富な鉱物資源を背景に、生活困窮者向けの食料支援や高齢者年金など、アフリカの中でも社会保障制度の整っている国です。一方で失業率は高く、このような制度に頼りながら生活している人も少なくありません。
	私が関わる小規模ビジネス事業者の中には、政府の貧困削減プログラムの一環として、機材などの現物支援を受けて事業を始めた人も多くいます。私はそうした方々が一時的な支援を受けるだけにとどまらず、持続的に自立した生活を築いていけるよう、生活改善や収入向上を目指した取り組みに関わってきました。
	　 活動の中で私が「帳簿をつけよう」というメッセージを伝えると、少しずつ自分のビジネスを見つめ直す人が増えてきました。最近では「Yume Project」と題し、夢や目標を言葉にするセッションを行い、多くのビジネス事業者と未来についてじっくり話す時間を持つことができました。
	残り期間は僅かとなりましたが、一人ひとりが自分の現状と向き合い、なりたい姿を描き、そのための具体的な行動を考えながら、未来に向かって歩んでいけることを願っています。

	ボツワナの民族
	「ボツワナ」という国名は、Bo (〜の土地)+Tswana (ツワナ人)に由来し、「ツワナの人々の土地」を意味します。人口の大多数はツワナ系民族ですが、バルサワ（サン族）と呼ばれる長い歴史を持つ先住民族も共に暮らしています。着るものや言語、ダンスを通してアイデンティを表現する姿は美しく、心を動かされます。
	一方、グローバル化や政策の影響もあり、伝統的な暮らしや文化が少しずつ薄れつつあるのも事実です。今この瞬間に残る多様な文化をしっかりと目に焼き付けたいと思っています。

	JICA海外協力隊　現地隊員レポート　Vol.5

	マイペンライフ
	鍬田 早紀
	隊次：2023年度4次隊　　　派遣国：タイ　　　職種：日本語教育 秋の紅葉で有名な東福寺の近くで生まれ育ちました。四季が美しい日本から一転、2024年５月から常夏の国・タイでの生活が始まり、冒険の毎日を過ごしています。 タイでは中高一貫校で日本語を教えています。
	「194,366人*」いきなりですが、みなさんはこれが何の数字だと思いますか？実は、この数字はタイの日本語学習者数で、この内約80%の学習者は、私が派遣されているような中等教育機関の学習者です。今回は、そんな私の活動をご紹介します。
	日本語・日本文化の授業
	国際交流基金が発行した日本語の教科書を使って文法の授業を行います。日本語の文法はタイ語と全く異なるので、生徒たちは習得に大苦戦。ゲームや身近な話題を入れて、少しでも楽しく勉強できるように意識しています。

	日本語コンテストの練習
	日本語教育が盛んなタイでは様々な機関で日本語コンテストが開催されています。日本事情クイズやスピーチ、カラオケ、よさこいなど、生徒は日々勉強した日本語を使ったり、日本文化を経験したりする貴重な機会として積極的に参加します。大会前は放課後一緒に練習しています。

	日本語教育関連のイベントのサポート
	私の派遣先は地域の中等日本語教育のリーダー的役割を担っているため、校内のイベントだけではなく、周辺地域の学校も招待して日本語教育関連のイベントを開催することもあります。そのひとつが「日本語キャンプ」と呼ばれる体験型学習です。日本語キャンプでは、日本文化を体験したり、日本語を使いながら特定のテーマについて考えたりします。
	このようにタイでは日本語学習者もたくさんいますが、タイ人日本語教師も生徒が楽しく勉強できるように日々試行錯誤されています。日本人ではないのに、一生懸命日本語を教えてくださっている教師の姿を見ると、何だかとてもありがたい気持ちになります。その上で、日本語母語話者の私がいる意味を考えて、生徒の日本語能力向上だけではなく、日本語学習を通して異文化や日本などの外国に興味を持ってもらえるよう、残りの期間も意識して活動していきたいと思います。
	*国際交流基金「2024年度 海外日本語教育機関調査」より引用

	JICA海外協力隊　現地レポート

	プロフィール
	　Bonjour!!皆さんこんにちは。任地での生活も折り返しに入りました。最近は、近所の子どもたちと過ごす時間が増え、折り紙や日本の童謡を教えたりと、日本文化紹介も日常に取り入れて楽しんでいます！
	2025.11　小学校の給食としてサツマイモを提供！
	2026.1　新年スタート！
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	最終号：２年間の協力隊生活を終えて
	自己紹介
	活動レポート
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	続いていく、ぼくの活動
	【自己紹介】 吉井　大河　 派遣国：ベナン　隊次：2023年度３次隊　職種：コミュニティ開発 京都出身。JICA海外協力隊としてベナン共和国で2年間活動。帰国後は、海外での経験を活かした社会活動を志し、現在は群馬県甘楽町で地域おこし協力隊インターンとして地域づくりに取り組んでいます。
	ぼくのJICA海外協力隊としての活動は、2026年1月31日で任期を終えました。
	場所

	JICA海外協力隊としての任期は終わりました。けれど、ぼくの活動は、まだ続いています。


